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「
多
文
化
共
生
」
実
現
へ
　
取
り
組
み
本

格
始
動

官
民
連
携
で
留
学
生
支
援�

４
面

国で２例目、公立の「認定日本語教育機関」としては、現在、全国でた

だ１校となるものです。

　開校までの道のりは、決して平坦なものではありませんでしたが、西

古川地区並びに中里地区、駅南地区の方々を中心とした地域の皆さまの

ご理解とご協力、関係機関、団体のお力添えを頂戴しながら歩みを進め

てまいりました。

　また、留学生の皆さんが長期間住まうこととなる学生寮につきまして

は、民間事業者の方々により整備、運営をしていただくこととなります。

　これまで、おおさき日本語学校の設立に関わっていただきました皆さ

まに心から感謝申し上げますとともに厚く御礼申し上げます。

　さて、４月には、ベトナム、インドネシア、台湾から28人が入学し、

１年間あるいは２年間、ここ大崎市で暮らしながら日本語を勉強し、日

本の文化、ルールやマナーを学びます。

　留学生の皆さんは、いま、遠く異国の地での留学生活に胸躍らせなが

ら、一方では、不安を抱えながら渡航準備を進めていることでしょう。

　留学生の皆さんがここでの生活を重ね、大崎市に愛着を持ち、大崎市

が第二の故郷と思えるよう、私たちも温かい気持ちをもって迎え入れた

いと思います。

　そして、日本語学校卒業後は、一人でも多くの方が大崎市あるいは宮

城県に住み、地域活力の一翼を担っていただけるよう願うものです。

　人口減少社会の荒波の中、大崎市は多文化共生社会の実現に向けて船

出します。その核となるおおさき日本語学校では、「新しき和の創造」

を学校運営の理念に掲げ、地域経済やコミュニティ活動に寄与できる有

為な外国人材の育成を目指すものです。

　私たちと留学生の皆さんが交流を通じ、お互いに理解し合い、ともに

新しい時代を切り開いていけるそのきっかけとなることを切に期待し、

開校にあたってのあいさつといたします。

　弥生三月、日一日と春の息吹が感じられる今日

この頃、いよいよ「大崎市立おおさき日本語学校」

が開校いたします。

　おおさき日本語学校は、公立の日本語学校とし

ては、北海道東川町立東川日本語学校に次いで全

「多文化共生」実現へ
大崎市長 伊藤　康志

市立おおさき日本語学校３/24開校

市をはじめ、お力添えいただきました関係者の皆様に、心より感謝申し

上げます。

　同校は、令和６年10月に「日本語教育機関の適正かつ確実な実施を図

るための日本語教育機関の認定等に関する法律」に基づき文部科学大臣

より認定をいただいた公立の日本語学校であり、広域自治体(宮城県)と

基礎自治体(大崎市)の連携による全国初の取組です。

　同校は、日本語学習のみならず、地域の方々との交流などにより、宮

城の伝統文化などの体験活動を通しながら、総合的・実践的な日本語能

力を身につけるカリキュラムを備えていることが特徴です。これらの取

組を通じて、「宮城で学んでよかった」「宮城で暮らしてよかった」とい

う思いを持った「宮城ファン」が増え、人材の好循環が生まれることで、

多文化共生を推進する地域の新たな拠点として全国のモデルとなるもの

と確信しています。

　また、留学生の生活の拠点となる寮は、古川駅前の市街地に建設され

たことで、留学生の通学によるJR陸羽東線の利用促進につながるなど、

同校の開設にあたって、地域経済の活性化にも大きく貢献するものであ

ります。

　今後、少子高齢化が急速に進む我が県において、外国人材の皆様は、

県内の産業基盤を支える重要な存在であることから、県といたしまして

は、希望する修了生には、即戦力として活躍できるよう、県内企業との

マッチングを図り、県内経済界からの期待にしっかりと応えてまいりま

す。

　来月には、留学生28人が、台湾、ベトナム、インドネシアからお越し

になります。私は、皆様を家族のように迎え入れるとともに、末永く、

大崎、宮城に愛着を持っていただけるよう、全力でサポートしてまいり

ます。

ごあいさつ
宮城県知事 村井  嘉浩

　この度、「大崎市立おおさき日本語学校」が開

校の時を迎えますことは、大変喜ばしい限りです。

　公設日本語学校の開設は、私のかねてからの念

願であり、この思いに真っ先にご賛同いただき、

開設に向け着実に準備を進めてこられました大崎

　
大
崎
市
が
廃
校
（
旧
西

古
川
小
）
利
活
用
で
設
置

準
備
を
進
め
て
き
た
市
立

お
お
さ
き
日
本
語
学
校
が

24
日
、
開
校
す
る
。
公
設

公
営
で
は
北
海
道
東
川
町

に
次
ぐ
全
国
２
例
目
で
、

か
ら
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
台
湾
の
留
学
生

を
迎
え
入
れ
て
い
く
。

　
２
０
２
２
年
、
県
の
公

設
公
営
日
本
語
学
校
計
画

に
い
ち
早
く
名
乗
り
を
上

げ
た
同
市
。
庁
内
に
「
推
進

室
」
を
立
ち
上
げ
、
複
数
の

廃
校
か
ら
旧
西
古
川
小
を

設
置
場
所
に
選
定
。
関
係

条
例
制
定
、
教
員
確
保
、
日

本
語
教
育
機
関
の
認
定
申

請
、
民
間
活
力
導
入
に
よ

補
助
金
。
学
校
運
営
へ
の

財
政
支
援
も
行
う
。
留
学

生
募
集
も
後
押
し
。
唯
一

無
二
の
学
び
や
づ
く
り
を

目
指
し
〝
二
人
三
脚
〟
で

取
り
組
ん
で
い
く
構
え
。

　
お
お
さ
き
日
本
語
学
校

標
。
生
産
年
齢
人
口
減
少

時
代
に
お
け
る
活
力
維
持

を
は
じ
め
国
籍
、
民
族
の

異
な
る
人
同
士
が
地
域
社

会
で
互
い
を
尊
重
し
合
う

「
多
文
化
共
生
」
実
現
、

さ
ら
に
は
廃
校
（
旧
西
古

の
教
育
課
程
（
留
学
生
対

象
）
は
２
年
、
１
年
６
カ

月
、
１
年
の
３
コ
ー
ス
。

定
員
は
初
年
度
の
60
人
を

皮
切
り
に
３
年
目
90
人
、

５
年
目
に
１
０
０
人
が
目

る
学
生
寮
整
備
な
ど
着
々

と
準
備
を
整
え
て
き
た
。

　
県
の
支
え
も
大
き
い
。

開
校
ま
で
の
事
業
費
約
３

億
２
４
０
０
万
円
の
う
ち

２
億
７
０
０
０
万
円
が
県

１
時
半
か
ら
現
地
で
関
係

者
向
け
の
開
校
式
が
あ

り
、
同
日
午
前
に
は
学
生

寮
開
所
式
も
催
さ
れ
る
。

入
学
式
は
４
月
10
日
午
前

10
時
か
ら
。

〝
二
人
三
脚
〟で

学
び
や
づ
く
り

大崎市・宮城県

国

の

新

制

度

（
昨
年
４
月
施

行
）
に
基
づ
く

文
部
科
学
省
認

定
日
本
語
教
育

機
関
と
し
て
は

全
国
初
。
４
月

川
小
）
利
活
用

モ
デ
ル
、
Ｊ
Ｒ

陸
羽
東
線
の
鉄

路
活
性
化
へ
の

期
待
も
担
う
。

◇
　
　
◇

　
24
日
は
午
後

新しき 和 の創造
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傾
向
だ
が
、
企
業
や
団
体

で
は
な
く
個
人
が
請
け
負

う
の
は
珍
し
い
と
い
う
。

　
「
人
が
大
好
き
、
大
崎

が
大
好
き
」
と
意
気
込
む

早
坂
さ
ん
に
、
応
募
理
由

と
学
生
寮
の
特
色
、
将
来

展
望
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
お
お
さ
き
日
本
語
学
校

の
学
生
寮
は
「
国
を
超
え

て 

み
ん
な
で
暮
ら
し
続

け
る 

ま
ち
づ
く
り
」
が

事
業
コ
ン
セ
プ
ト
。
留
学

生
の
新
し
い
生
活
、
地
域

住
民
の
新
し
い
生
活
を
尊

重
し
「
交
流
」「
安
全
」「
歴

史
」
「
自
然
」
を
テ
ー
マ

に
古
川
土
地
、
積
水
ハ
ウ

ス
株
式
会
社
シ
ャ
ー
メ
ゾ

ン
支
店
（
仙
台
市
）
の
協

力
の
も
と
、
大
崎
市
に
長

く
住
み
続
け
た
く
な
る
住

環
境
を
27
年
３
月
に
か
け

て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
大
崎
市
は
自
然
豊
か
で

春
夏
秋
冬
の
景
色
が
美
し

く
、
お
米
や
野
菜
な
ど
旬

の
味
覚
の
お
い
し
さ
も
自

慢
。
一
方
、
日
本
と
比
べ

温
暖
な
国
や
地
域
か
ら
の

留
学
生
に
と
っ
て
は
冬
場

の
寒
さ
が
堪
え
そ
う
。
も

し
体
調
を
崩
す
こ
と
が
あ

れ
ば
学
業
に
支
障
が
出
る

だ
け
で
な
く
、
異
国
で
の

暮
ら
し
に
不
安
を
覚
え
る

か
も
。
寮
で
は
四
季
を
通

じ
心
地
良
く
過
ご
せ
る
住

環
境
づ
く
り
は
当
然
の
こ

と
、
そ
の
よ
う
な
「
万
が

一
」
に
備
え
て
管
理
人
（
寮

長
、
寮
母
）
が
常
駐
。
一

人
一
人
に
目
配
り
気
配
り

　
お
お
さ
き
日
本
語
学
校

学
生
寮
「
Ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

ｓ 

Ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｔ 

和
・

楽
・
持
（
ワ
ン
ネ
ス
コ
ー

ト
わ
ら
じ
）
」
は
、
大
崎

市
内
で
不
動
産
建
設
業
を

営
む
早
坂
竜
太
さ
ん
（
57
） 

が
個
人
で
建
設
費
用
を
負

担
し
、
維
持
管
理
も
担
う
。

　
設
置
場
所
は
旧
古
川
東

保
育
所
跡
の
市
有
地
（
同

市
古
川
中
里
）
。
第
１
期

工
事
は
す
で
に
完
了
し
、

日
本
語
学
校
と
同
じ
く
今

月
24
日
に
開
所
を
迎
え

る
。
第
２
期
は
26
年
６
月

下
旬
着
工
、
27
年
３
月
末

完
成
見
込
み
。
１
期
整
備

棟
は
延
べ
床
面
積
１
６
２

４
平
方
㍍
、
２
期
整
備
棟

は
同
９
６
３
平
方
㍍
。
全

て
個
室
で
学
校
側
の
初
年

度
定
員
60
人
、
最
終
的
な

目
標
定
員
１
０
０
人
に
対

応
。
Ｊ
Ｒ
古
川
駅
の
徒
歩

10
分
圏
内
と
、
陸
羽
東
線

で
の
通
学
が
前
提
と
な
る

留
学
生
た
ち
に
と
っ
て
好

立
地
だ
。
市
が
30
年
間
、

市
有
地
を
無
償
貸
与
す
る
。

　
市
の
事
業
者
公
募
に
応

じ
た
形
。
行
政
負
担
軽
減

を
目
的
と
す
る
民
設
民
営

型
事
業
は
全
国
的
に
増
加

　
一
番
の
原
動
力
は
私
が

生
ま
れ
育
ち
、
会
社
（
古

川
土
地
＝
同
市
古
川
駅
前

大
通
）
を
経
営
す
る
大
崎

市
、
ひ
い
て
は
宮
城
県
へ

の
郷
土
愛
で
す
ね
。
少
子

高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

と
過
疎
、
産
業
の
担
い
手

不
足
に
歯
止
め
を
か
け
な

け
れ
ば
地
域
全
体
が
衰
退

し
て
し
ま
う
。
私
自
身
、

古
里
の
将
来
に
危
機
感
を

抱
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
折
、
県
は
苦
境
を
打

破
す
べ
く
、
手
挙
げ
方
式

で
公
設
公
営
型
の
日
本
語

学
校
事
業
を
各
自
治
体
に

呼
び
掛
け
た
。
外
国
人
材

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

地
域
に
新
た
な
活
力
を
生

み
出
す
取
り
組
み
。
真
っ

先
に
名
乗
り
を
挙
げ
た
地

元
大
崎
市
の
英
断
、
果
敢

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
心
か
ら

共
感
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
も
公
私
両
面
に
わ
た
り

地
域
貢
献
を
行
動
原
理
と

し
て
き
た
身
で
「
天
が
私

に
与
え
た
使
命
。
お
役
に

立
た
せ
て
ほ
し
い
」
と
公

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

が
施
さ
れ
た
施
設
内（
下
）

募
に
応
じ
ま
し
た
。

　
当
初
「
株
式
会
社
古
川

土
地
」
と
し
て
事
業
を
受

け
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し

た
。
し
か
し
郷
土
愛
、
古

里
へ
の
恩
返
し
の
意
志
は

あ
く
ま
で
個
人
的
な
も

の
。
従
業
員
に
ま
で
背
負

わ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
い

う
結
論
に
至
っ
た
。
私
が

責
任
を
負
い
、
住
ま
い
と

暮
ら
し
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
で
あ
る
会
社
、
従

業
員
た
ち
に
支
え
て
も
ら

う
形
で
す
。

３月２４日開所
地
域
活
力
を
生
み
出
す
大

崎
市
の
果
敢
な
挑
戦
に
共

感
。
学
生
寮
整
備
は
「
天

が
私
に
与
え
た
使
命
」

「
交
流
」「
安
全
」「
歴
史
」

「
自
然
」
テ
ー
マ
。
大
崎
市

に
長
く
住
み
続
け
た
く
な

る
住
環
境
づ
く
り

「
人
が
大
好
き
、

大
崎
が
大
好
き
」

【プロフィル】　　はやさか・りゅうた

１９６７年３月　古川市（現大崎市古川）生まれ

１９８５年３月　古川工業高卒業

　　　同年４月　古川土地入社

２００２年８月　同社代表取締役就任

２０１８年３月　宮城大大学院事業構想学研究科博

　　　　　　　　士前期課程修了

日本語学校学生寮
整備運営事業者 早坂竜太さ　

　ん

民
間
活
力
導
入
で
整
備

民
間
活
力
導
入
で
整
備

大
崎
市
の

早
坂
さ
ん　

個
人
で
費
用
負
担
、運
営
も

民
間
活
力
導
入
で
整
備

おおさき日本語学校の学生寮玄関に立つ早坂さん。おおさき日本語学校の学生寮玄関に立つ早坂さん。

「日本へ、宮城へ、大崎へようこそ」と。「日本へ、宮城へ、大崎へようこそ」と。

（３月14日撮影） （３月14日撮影） 
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を
欠
か
さ
ず
、
「
日
本
の

家
族
」
の
よ
う
な
気
持
ち

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
学

生
寮
や
社
員
寮
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
あ
り
、
鳴
子
温
泉
吉

祥
の
経
営
で
大
崎
市
に
ゆ

か
り
あ
る
共
立
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
（
東
京
都
）
の
運
営

面
で
の
協
力
が
頼
も
し
い
。

　

留
学
生
同
士
が
共
同
生

活
を
通
じ
、
国
や
地
域
の

枠
組
み
を
超
え
て
交
流
す

る
場
と
し
て
の
役
割
も
重

要
。
み
ん
な
で
集
う
食
堂

以
外
に
、
小
規
模
人
数
で

集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
談

話
室
も
設
け
ま
し
た
。
２

期
整
備
棟
も
含
め
る
と
そ

の
数
９
カ
所
。
愛
着
が
湧

く
よ
う
願
い
を
込
め
「
宮

城
」
「
大
崎
」
「
古
川
」
と

い
っ
た
地
名
を
付
け
て
い

ま
す
。
今
後
、
開
放
的
な

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
も
設
置
予

定
。
寮
の
内
外
に
明
る
い

声
を
響
か
せ
て
ほ
し
い
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
東
京

都
）
が
提
供
す
る
音
声
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
も
導
入
。
透

明
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
挟

み
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
を
話

す
と
、
音
声
認
識
で
翻
訳

結
果
が
表
示
さ
れ
る
仕
組

み
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
翻
訳
ア
プ
リ
が
普
及
し

て
い
ま
す
が
、
対
面
の
会

話
形
式
だ
と
や
は
り
安
心

感
が
違
う
。
こ
れ
も
「
万

が
一
」
へ
の
備
え
。
日
本

語
の
完
全
習
得
ま
で
威
力

を
発
揮
し
て
く
れ
そ
う
。

　

私
事
で
す
が
、
大
相
撲

の
元
横
綱
・
白
鵬
さ
ん
（
現

宮
城
野
親
方
）
と
の
絆
も

力
の
源
。
２
０
１
１
年
３

月
11
日
、
白
鵬
さ
ん
は
自

身
26
歳
の
誕
生
日
だ
っ
た

そ
の
日
起
き
た
東
日
本
大

震
災
に
特
別
な
思
い
を
抱

き
、
当
時
、
鳴
子
温
泉
郷

に
避
難
さ
れ
て
い
た
津
波

被
災
者
の
方
々
を
慰
問
し

て
く
れ
た
。
案
内
役
を
務

め
た
私
も
被
災
者
と
同
じ

東
北
人
と
し
て
涙
が
止
ま

ら
な
か
っ
た
。
大
崎
市
の

「
お
お
さ
き
宝
大
使
」
就

任
後
、
古
川
土
地
が
手
掛

け
た
大
崎
市
民
病
院
本
院

（
同
市
古
川
穂
波
）
新
築

工
事
の
地
鎮
祭
で
安
全
祈

願
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

も
。
さ
ら
に
開
院
時
に
は
、

医
療
機
関
の
〝
無
傷
＝
完

治
〟
に
ち
な
み
〝
全
勝
〟

優
勝
額
を
届
け
て
く
れ

た
。
社
会
貢
献
に
労
を
惜

し
ま
ぬ
姿
勢
を
深
く
尊
敬

し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も

及
ば
ず
な
が
ら
、
白
鵬
さ

ん
の
よ
う
に
志
高
く
あ
り

た
い
。

　

白
鵬
さ
ん
と
の
逸
話
に

は
後
日
談
も
。
「
お
お
さ

き
宝
大
使
」
と
地
元
の
経

済
人
。
立
場
が
違
え
ど
も

大
崎
市
を
盛
り
上
げ
た
い

気
持
ち
は
同
じ
。
互
い
に

行
き
交
い
親
睦
を
深
め
、

あ
る
と
き
わ
が
家
が
な
か

な
か
子
宝
に
恵
ま
れ
な
い

こ
と
を
知
っ
た
白
鵬
さ
ん

は
、
私
た
ち
夫
婦
と
会
う

た
び
妻
（
め
ぐ
み
さ
ん
）

の
お
な
か
を
な
で
て
く
れ

た
。
17
年
７
月
、
長
女

　

廃
校
の
跡
地
利
用
で
日

本
語
学
校
を
整
備
し
、
学

生
寮
は
市
中
心
部
に
民
設

民
営
方
式
で
建
設
・
維
持

管
理
し
て
い
く
。
さ
ら
に

は
廃
線
危
機
に
あ
る
Ｊ
Ｒ

陸
羽
東
線
の
利
用
促
進
に

も
資
す
る
通
学
計
画
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
大

崎
市
の
取
り
組
み
は
特
筆

に
値
し
ま
す
。「
ま
ず
や
っ

て
み
る
」
「
で
き
る
こ
と

は
全
て
や
る
」
市
民
協
働

と
官
民
連
携
の
好
事
例
と

し
て
、
必
ず
や
全
国
か
ら

注
目
を
集
め
る
で
し
ょ
う
。

　

学
生
寮
が
建
つ
古
川
中

里
地
区
、
学
び
や
の
あ
る

古
川
西
古
川
地
区
、
市
内

に
多
文
化
共
生
の
〝
核
〟

が
二
つ
で
き
る
。
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
に
も
、
海
外

留
学
し
て
い
る
自
分
の
子

と
接
す
る
よ
う
な
気
持
ち

で
留
学
生
を
温
か
く
受
け

入
れ
て
も
ら
え
た
ら
。

　

私
も
、
会
社
経
営
の
傍

ら
古
川
工
業
高
建
友
会
会

長
、
古
川
地
区
交
通
安
全

事
業
主
会
会
長
、
古
川
東

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
青
少

年
奉
仕
委
員
長
、
み
や
ぎ

大
崎
観
光
公
社
副
代
表
理

事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
職

を
抱
え
る
身
。
全
て
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
留
学
生
支
援

に
活
用
し
た
い
。
地
元
高

校
生
と
の
交
流
会
、
日
本

の
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
安

全
教
室
、
地
域
で
行
う
奉

仕
活
動
へ
の
参
画
、
世
界

農
業
遺
産
「
大
崎
耕
土
」

を
巡
る
ツ
ア
ー
開
催
な
ど

な
ど
、
ア
イ
デ
ア
が
あ
ふ

れ
て
止
ま
り
ま
せ
ん
。
市

と
事
業
者
、
地
域
住
民
が

留
学
生
を
支
え
、
み
ん
な

で
「
多
文
化
共
生
」
を
実

現
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

（
奈な

夏な

ち
ゃ
ん
）
を
授
か

る
こ
と
が
で
き
た
の
は

「
現
人
神
」
と
称
さ
れ
る

横
綱
な
ら
で
は
の
〝
気
〟

の
お
か
げ
。

　

そ
の
奈
夏
が
ま
だ
幼
い

と
き
急
性
リ
ン
パ
性
白
血

病
と
診
断
さ
れ
、
１
年
余

り
入
院
し
た
際
、
い
ち
早

く
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
と
寄

せ
書
き
な
ど
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
役

最
後
の
名
古
屋
場
所
（
21

年
７
月
）
を
全
勝
優
勝
で

飾
り
「
〝
全
勝
〟
だ
か
ら

奈
夏
ち
ゃ
ん
も
〝
完
治
〟

し
ま
す
ね
。
頑
張
っ
て
」

と
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
も
良
き
思
い
出
。
お
世

話
に
な
っ
た
大
崎
市
民
病

院
、
県
立
こ
ど
も
病
院
（
仙

台
市
）
と
の
関
わ
り
も
、

因
果
と
い
う
か
良
き
ご
縁

を
感
じ
ま
す
。

市
立
お
お
さ
き
日
本
語
学
校
開
校
記
念
特
集
号

市
と
事
業
者
、
地
域
住
民

が
留
学
生
を
支
え
「
多
文

化
共
生
」
の
実
現
へ

大
相
撲
の
元
横
綱
・
白
鵬

と
の
絆
も
「
力
の
源
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

寮
で
の
食
事
提
供
は
行
わ

ず
基
本
的
に
自
炊
。
８
組

同
時
に
調
理
可
能
な
広
々

キ
ッ
チ
ン
（
上
）、
談
話

室
に
は
地
名
を
採
用（
下
）

「国を超えて みんなで

暮らし続ける まちづくり」 
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大
崎
市
の
「
多
文
化
共
生
」
実
現
へ
の
取
り
組
み
が
い
よ
い
よ
本
格
始
動
す
る
。
文
部
科
学
省
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
役
割
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
課
題
の
〝
特
効
薬
〟
的
な
可
能
性
を
秘
め
る
市
立
お
お
さ
き
日
本
語
学
校
。
４
月
入
学
は
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
台
湾
出
身
の
計
28
人
。

大
学
卒
ま
た
は
大
学
在
学
中
も
多
く
、
向
学
心
の
高
さ
が
特
徴
だ
。
市
は
官
民
連
携
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
留
学
生
支
援
と
「
外
国
人
が
住
み
や
す
い
ま
ち
」

の
機
運
情
勢
に
注
力
し
〝
大
崎
市
民
〟
と
し
て
地
域
で
活
躍
す
る
外
国
人
材
の
育
成
と
〝
共
に
生
き
る
〟
住
民
と
の
調
和
を
目
指
す
。

●
充
実
し
た
教
育
環
境

　

近
隣
小
中
学
校
５
校
統
合
に
伴

い
閉
校
し
た
（
２
０
２
３
年
３
月
）

旧
西
古
川
小
を
大
規
模
改
修
。
目

新
し
い
の
は
宗
教
上
の
習
慣
に
対

応
す
る
「
祈
り
の
部
屋
」
や
、
気

軽
に
集
え
る
「
み
ん
な
の
部
屋
」
、

日
本
語
能
力
向
上
に
役
立
つ
書
籍

が
そ
ろ
う
図
書
室
な
ど
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
、
電
子
黒
板
と
い
っ
た

先
進
機
器
を
導
入
し
、
教
育
環
境

も
充
実
さ
せ
て
い
る
。

●
公
立
日
本
語
学
校
と

し
て
の
取
り
組
み

　

一
般
社
団
法
人
「
お
お
さ
き
産

業
推
進
機
構
」
は
じ
め
市
内
各
団

体
、
企
業
と
情
報
共
有
。
留
学
生
た

ち
の
学
生
生
活
、
就
職
活
動
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
支
え
る
。
行
政
機

関
と
の
連
携
も
公
設
公
営
の
強
み
。

●
県
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

　

宮
城
県
が
現
地
に
開
設
し
た
キ

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
経
由

で
留
学
生
を
募
集
。
初
来
日
で
も

出
願
か
ら
各
種
手
続
き
、
入
学
後

の
日
本
語
学
習
、
生
活
面
ま
で
手

厚
く
支
援
す
る
。

●
留
学
生
支
援
金
（
給

付
型
奨
学
金
）
の
充
実

　

市
立
お
お
さ
き
日
本
語
学
校
の

留
学
生
全
員
（
在
留
資
格
「
留
学
」

に
限
る
）
を
対
象
に
、
市
側
は
①

校
納
金
（
学
習
に
か
か
る
経
費
）

②
学
生
寮
の
寮
費
③
生
活
費
―
の

給
付
（
一
部
）
制
度
を
用
意
し
て

い
る
。
金
銭
的
負
担
を
軽
減
し
、

安
全
安
心
な
暮
ら
し
で
学
び
に
集

中
し
て
も
ら
う
。

●
教
科
書
以
外
か
ら
学

ぶ
日
本
語
や
日
本
文
化

　

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
課
程

以
外
に
、
学
外
と
の
交
流
を
目
的

と
し
た
独
自
の
授
業
科
目
「
Ｏ
（
オ

ー
）
タ
イ
ム
」
を
設
定
。
地
域
住

民
、
地
元
小
中
高
生
ら
を
交
え
た

活
動
や
触
れ
合
い
、
外
部
講
師
を

招
い
て
の
特
別
授
業
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
、
実
践
的

な
日
本
語
能
力
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

●
Ｊ
Ｒ
陸
羽
東
線
西
古

川
駅
の
有
人
化

　

留
学
生
た
ち
は
学
生
寮
（
同
市

古
川
中
里
）
を
生
活
拠
点
と
し
、

Ｊ
Ｒ
古
川
駅

－

西
古
川
駅
間
を
陸

羽
東
線
で
通
う
。
日
本
語
学
校
開

校
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
長
く

無
人
駅
だ
っ
た
西
古
川
駅
を
市
が

有
人
化
。
「
地
域
と
留
学
生
の
交

流
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点
化
を

目
指
す
」
（
伊
藤
康
志
市
長
）
。

　

ま
た
西
古
川
駅
を
巡
っ
て
は
、

加
美
町
が
４
月
か
ら
の
中
高
生
向

け
住
民
バ
ス
乗
り
入
れ
計
画
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
か
つ
て
交
通
要

衝
と
し
て
知
ら
れ
た
駅
前
に
今

春
、
再
び
灯
が
と
も
り
そ
う
。

市
立
お
お
さ
き
日
本
語
学
校
開
校
記
念
特
集
号

「
多
文
化
共
生
」実
現
へ

取
り
組
み
本
格
始
動

地域住民が模擬授業を体験（２月16日） 

外国人材育成、地域住民との調和

官民連携で留学生支援


